
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

＜１＞ 平成 28年（2016年）10月 13日（木曜日） 

 今年８月より、安倍内閣の「国土交通副大臣」を拝命いたしました。 

国土交通省は、国土の総合的かつ体系的な利用、開発および保全、その

ための社会資本の整合的な整備、交通政策の推進、気象業務の発展ならび

に海上の安全および治安の確保などを担う官庁です。中央省庁改革の一環

として、2001 年 1 月 6 日に、旧 4 省庁（北海道開発庁、国土庁、運輸省

及び建設省）を母体として設置されました。 

時代環境に適応した社会資本整備（道路･河川･港湾･企業立地･観光）を

進め、幅広く国民に密着した政策を担当するとともに、頻発する災害･緊

迫する国際情勢･人口減少時代到来の中、国民の安全･安心確保のため、常

に現場の最前線にて全力で取り組んでいる省庁こそが国土交通省です。 

社会資本整備には、「通学路整備や耐震化･老朽化対策･防災対策などに

よる、安全･安心の確保」「道路や港湾等の整備による、企業立地･観光振

興･地域医療の確保」「バリアフリーや子育て環境の整備等による、暮らし

やすさの確保」という３つの大きな役割があります。災害に強い強靱な国

土を作るため、また次世代に確固とした社会基盤を継承させるために、今

こそ必要なインフラ整備を進めていかなくてはなりません。 

また人口減少時代が到来し労働力が減少する中、経済成長を続けるため

には生産性の向上が重要となります。国交省は本年を「生産性革命元年」

と位置づけ、省をあげて生産性向上のための取り組みを推進します。 

デフレ脱却･GDP600 兆円実現のためにもこれまでの経済産業分野での

経験を生かし、安全･安心の確保と生産性向上に寄与する社会資本整備を

リンクさせる国土交通行政に取り組む所存です。 

石井啓一国土交通大臣を先頭とした“チーム国交省”の“新鮮な力”と

なり、6 万人の職員と現場主義で課題解決に取り組んで参ります。わが国

の平和と繁栄のため、粉骨砕身働いて参ります。 

 

“ 田 中 良 生 さ ん の 決 意 ” 
 

自民党埼玉県第十五選挙区支部長の田中良生さんは、経済産業大
臣政務官･自民党副幹事長･党経済産業部会長など、政府・党の要職
を歴任され、内閣改造により、「国土交通副大臣」に就任されました。 
「信頼と絆」をモットーに、国政に邁進する田中良生さんを特集します。 

・党経済産業部会長・党中小企業･小規模事業者政策調査会事務局長・党副幹事長 
・経済産業大臣政務官 
・経済産業委員会理事 内閣委員会理事 総務委員会理事 倫選特委員会理事 他 
 

衆院議員 自民党埼玉県第十五選挙区支部長 

現 職  

前 歴  

国 土 交 通 副 大 臣 

＜ 後援会事務所 ＞ 〒335-0004 埼玉県蕨市中央 6-3-3  Tel 048-444-7400 FAX 048-444-7401 

 
HP：http://www.tanaka-ryosei.com/  Blog：blog.tanaka-ryosei.com  facebook  田中良生  twitter @Tanaka_Ryosei  

 

＜ 国 会事務所 ＞ 〒100-8982 東京都千代田区永田町 2-1-2 衆議院第二議員会館 521 号室 Tel 03-3508-7058 FAX 048-444-7401 

＜ 選挙区事務所 ＞ 〒336-0018 埼玉県さいたま市南区南本町 1-14-5 Tel 048-844-3131 FAX 048-844-3140 

さん 

国土交通副大臣就任！  
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第３次安倍再改造内閣の国土交通副大臣に就任
し、わが国の安全･安心と持続的な発展のため、 
尽力する田中良生さん。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連日、全国の地方自治体及び関係諸団体から
道路整備、防災対策はじめさまざまなご要望
を頂く。迅速な対応に努める。 

2020 年東京大会における道路の暑さ対策
について丸川珠代五輪･パラリンピック相
とともに“現地試走会”を実施。 

石垣海上保安部にて、尖閣諸島周辺海域に
おける最前線の領海警備任務で緊張を強い
られる現場を確認し、職員への激励を行う。 

国政活動写真 平成２５年～平成２８年 経済産業分野の専門家として、日本全国駆け回る！ 

経済産業大臣政務官として菅義偉官房長官
と日本再興戦略について意見を交わす。中
小・小規模事業者振興策に尽力した。 

     
経済産業部会長として「電気事業法改正
案」について、衆院本会議にて安倍晋三
総理に質疑。「電力自由化」に尽力。 

自民党副幹事長として党内の各種調整
を行い、谷垣禎一幹事長（当時）ととも
に党側から安倍内閣を支えた。 

       

 

平成 28年（2016年）10月 13日（木曜日） 

国土交通副大臣 活動写真  国民の安心安全確保のため、日本全国を東奔西走！ 

   

海上保安学校の卒業式にて。海上保安とい
う任務を、強い使命感を持って選んだ卒業
生諸君に心より敬意と感謝を表す。 

国土交通省･関東地方整備局災害対策室を
視察。最前線での緊急災害対策について意
見交換し職員を激励。 

ツーリズム EXPO ジャパン 2016 開会式
に出席。国土交通副大臣として“観光先進
国”実現に向けて全力で取り組む。 

国土交通省の所管分野は陸･海･空にまたがり、約 6 万人の職員がいます。道路や河川、海上保安など、
全国津々浦々に現場があります。熊本地震の際には全国各地から職員が応援に集まるなど、国土交通省の
“現場力”が大きく貢献しました。また海上保安庁など、わが国の主権と領土･領海を守るため、多くの職
員が命がけで業務にあたっています。国民の安全･安心確保のため、常に最前線において全力で取り組んで
いる省庁こそが国土交通省です。ここでは田中良生さんの公務の一端を特集します。 

     

       

熊本地震からの迅速な復旧･復興を進める
ため被災地を確認し現場からの要望を直接
聴取する。写真は被災した熊本城。 

首都直下型地震に備え、首都圏各自治体で
実施される防災訓練に出席し、関係各位に
対し督励。 

災害時、住民や関係地方公共団体などに対
し迅速な支援や適切な情報提供等を行うた
め、国土交通省一丸となって対策を講じる。 


